近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２クール日報（１月２８日～２月３日）
	報告日
天気
	２月１日（木）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：富永
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	　

	
榎原、田中、中村、伏谷、内藤、吉田、波多野、富永


	（主な日程）
	8:30 朝礼、本日の活動説明
8:50 石川県ボラバス到着（個人ボランティア13名）
9:00 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング・ボランティア送り出し
・ニーズ受付・現地調査
・ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等
16:10 災害VC運営等に係る打ち合わせ（運営上の課題整理、対応等）
17:10 翌日のマッチングの準備（アポとり、車両運行予定）、車両の整列
18:45 活動終了
※第３クール到着・顔合わせ

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査、送迎・軽トラで運搬にかかる車両管理、ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等を行った。
〇VCの状況
［新規ニーズ受付48件（延べ500件以上）、ニーズ対応12件（うち完了10件、継続2件）］
・リピートしたボランティアの方から「良いレイアウト変更になった」「また来たい」との声が寄せられた。
・天候が不安定なためか、災害ゴミ集積場の混雑が10分～20分とこれまでにないほど順調だった。そのため、軽トラックが何往復もできたケースがある。
・車両管理がしやすくなるように車のカギに番号を付けて改善した。
・七尾市の地図の貼り出しを求める声があった。
・処分する家具や家電など、素材が異なるものは分別する必要がある。
・車両の追加情報（ハイエース1台、軽トラック（JC）1台、2tトラック1台）
・車両の駐車場の変更あり
・・2月2日（金）の活動に向けた調整、準備を行った。七尾市職員と七尾市社協職員、石崎地区まちづくり協議会会長との調整の結果、石崎地区のコミュニティセンターを拠点に日帰りサテライトような形でボランティアのマッチングを図る。ボランティアの受入拡大を想定した1つの試み。
○運転時のアルコールチェックの実施
明日からボランティアが運転する場合、目視でアルコールチェックを行う。
○資材の管理・補充
　現時点で、在庫の確認や補充の対応がうまくできていいないことから今後改善を図る必要がある。
○ニーズ受付の課題
　危険度判定で赤色の紙が貼られたお宅の対応については、専門の業者につなぐことになる。七尾市の環境課につないで良いかどうか確認してみる。

	今後の主な予定
	・2月2日は、石崎地区コミュニティセンターにおいて活動する。

	調整課題・所感等
	・日帰りサテライトの準備、実施後の改善
・2月3日から、石川県ボランティアの人数が40人に増加することへの対応、準備。
・第3クールへの引継ぎ。

	その他
	・近畿ブロックの応援について、七尾市社協職員から感謝の言葉をいただいた。近畿ブロック派遣後、徐々に帰宅時間が早くなったとともに、休暇の取得も検討したいとの話があった。



